
 

◆ 事業概要 

ルクサナバイオテク株式会社は、大阪大学薬学

研究科で開発された、核酸の有効性、持続性の向

上と高い安全性を目的とした「人工修飾核酸技術」

を基礎とし、1）同技術の更なる社会実装へ向けた

応用展開を進めるために、製薬企業やバイオテッ

クベンチャーと創薬共同開発事業を行う他、2）大

学等のアカデミアから得られた疾患シーズに対し

て、自ら核酸医薬技術で医薬品開発事業を行う企

業である。また、同社は天然に存在しない有機化

学である「人工核酸」によって生み出された分子

から構造体（核酸医薬品）を調整して、新たに医薬

品を創る技術を持っている。従来の医療技術では

治療が難しい遺伝病や免疫・精神疾患などの患者

をターゲットに持つ製薬会社やアカデミア等は核

酸医薬に取組む際、①核酸の適切な配列設計方法

を自社で保有してない、②どの構造体を使えば良

いか分からない、③製薬の毒性や生体安定性の問

題、また薬剤の承認審査上の課題などが障壁とな

り進み切れない、等の課題が生じることがある。

この課題に対し、同社が有する配列設計ノウハウ、

適切な化合物の提供、生産効率を意識した修飾の

選択と合成方法、等の価値提供を通じて核酸医薬

開発の主要なプレイヤーになることを使命とする。 

Luxna Biotech（ルクサナバイオテク）の企業名

は、修飾核酸群（XNA）を応用した核酸医薬品の

開発行い、まだ治療薬が無くて苦しむ患者に、照

らす光（Lux）をもたらしたいという願いを込めて

命名している。安全で効果的な核酸医薬品の実用

化を進め、有効薬が無い病気と闘う患者さんと患

者さんを支える方々へ福音となる核酸医薬品を届

けることを目指している。 

◆ ビジネスモデルの特徴と企業の強み 

BtoB ビジネスを主とし、3 つのビジネスモデル

で事業を展開している。1 つ目は、自社の強みであ

る核酸の課題であった肝毒性や急性神経毒性を克

服する人工核酸技術を活用し、製薬会社に対して、

共同創薬や技術ライセンスとして提供すること。2

つ目は、アカデミアの疾患研究シーズを取り込み、

自社で核酸医薬開発を行って製薬会社に導出する

こと。3 つ目はオリゴヌクレオチドの治療的活用

に関する原薬・製剤の申請書類内情報（CMC）の

コンサルテーションを提供することである。 

同社は製薬会社と全体的な共同開発は行わず、

初期創薬に限定した役割を設定して共同研究を行

い、契約一時金及び開発ステージに応じたマイル

ストーンを達成する毎に達成金を得るインセンテ

ィブ方式で報酬を受け取る。本共同研究で成果（＝

医薬品候補核酸医薬品）が得られると、人工修飾

核酸技術のライセンス契約と候補の核酸医薬品の

知財に関する導出契約を締結する。この契約によ

り一時金及び臨床試験ステージ達成に応じたマイ

ルストーン収入、上市後のロイヤリティ収入を得

られるような将来的な収益を見据えた契約として

いる。 

 

【ルクサナバイオテク株式会の社企業名由来】 

 

ルクサナバイオテク株式会社 
所 在 地    大阪府吹田市山田丘２−８ 

テクノアライアンス C 棟 C907 

U R L     https://luxnabiotech.co.jp/ja/about 

特徴・強み 

ルクサナバイオテク株式会社は、大阪大学発創薬ベンチャーである。大阪大学薬学研究科小比賀教授らに
より創製された人工修飾核酸群を活用した核酸医薬品創製プラットフォームを構築し、製薬会社や大学と
の共同創薬と製薬会社への技術ライセンスにより実用化を目指す。 
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◆ 事業にかける想い 

当時、研究員として株式会社ジーンデザインに

入社した後、核酸医薬品の製造受託の事業開発に

従事していたルクサナバイオテク株式会社 CEO

の佐藤氏は、日本にも世界をリードしていく核酸

化学研究のポテンシャルが十分にあると考え、そ

の実現に向けてエンジンとなる企業が今後必要と

なると漠然とした想いも持っていた。日本におけ

る核酸化学分野の研究は世界を見ても優れた成果

を創出しているが、実際に医薬品として世の中に

出ている人工核酸を応用した製品のほとんどがア

メリカ創製である。アメリカには核酸医薬の巨大

企業が 2 社ある。1 つは、ノーベル賞を受賞した

RNAi の技術の応用で siRNA の創薬を行い、自社

の販売網とグローバルファーマとの共同で販売を

行っている「Alnylam Pharmaceuticals Inc.」。もう 1

つは、核酸医薬で一番売れている Biogen のスピン

ラザというアンチセンス薬で共同開発に成功した

「Ionis Pharmaceuticals Inc.」の 2 社である。日本が

この巨大企業 2 社に対峙することを考えた際、コ

ア技術を実装する候補化合物の同定と最適化のス

テージまでを導く自身の力と、単に技術を移転す

るだけの会社ではなく牽引まで一緒にできるパー

トナー企業がいれば勝機があると考えていた。 

受託事業を行う中で、いくつかの創薬共同開発

にも恵まれ、いつか主体的に医薬品を創りたいと

の想いもあった。医薬関連に従事する人は誰しも

思うことかも知れないが、自分で手掛けた医薬品

を病に苦しむ患者へ届け、助けの手を差し伸べた

いと強く考えるようになった。 

2016 年、株式会社ジーンデザインが他社に買収

されたことをきっかけに、今後の自分自身の方向

性を考え始めた。その直後、以前から信頼関係を

築いていた大阪大学教授の小比賀氏の技術が事業

化されるという話を聞き、想いを共有し、核酸化

学技術の社会実装を実現するため、小比賀教授と

共に起業を決意した。小比賀教授と大阪大学ベン

チャーキャピタルとの事業構想協議を経て、2018

年に退職しルクサナバイオテク株式会社を立ち上

げた。 

 

 

 

◆ 今後の事業展開 

ルクサナバイオテク株式会社はプラットフォー

マーに位置付けられる。核酸医薬を生み出すため

の共通で使用できる基盤技術を保有することを基

礎に、プロジェクト数を増やすことと、そのプロ

ジェクトが進展することの 2 軸により、安定した

収益構造を育む。少ないプロジェクト数ではそれ

が失敗すると収益が減少するため、できる限り、

共同開発の相手先と医薬品候補数を増やしたい。 

現在は年 1～2 件の新規共同創薬開始、先行開発

品は前臨床段階、技術ライセンス先では臨床開発

を開始しているステージにあるが、プロジェクト

数を増やし創薬のステージを進めている。5 年後

の目標として、年 3～5 件の新規共同創薬開始、先

行開発品は臨床段階、技術ライセンス先での承認

に近づきたいと考えている。ただし、患者さんに

良質な医薬品を届けることが事業の想いであるた

め、技術ライセンスに固執せず、パートナー企業

との意思疎通及び協力関係の構築を欠かさず、大

きな連携を作りながら実現を目指したいと考えて

いる。 

 

【人工修飾核酸のメリットについて】 

 
 

【ルクサナバイオテク株式会社の社員集合写真】 

起業に至った経緯 将来展望 


